
神楽面と獅子頭
市文化財指定へ

新倉十五社保管、江戸時代制作の可能性

岡
谷
市
教
育
委
員
会
は
、
同
市
新
倉
区
の
新
倉
十
五
社
に
残

り
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
神

楽
面
目
点
と
獅
子
頭
1
頭
の
一
式
を
、
市
文
化
財
に
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
文
化
財
保
護
審
議
会
（
宮
坂
正
博
会
長
）
に
諮
問

し
た
。
同
審
議
会
は
指
定
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
、
今
年
度
中

に
開
く
次
回
の
審
議
会
で
正
式
に
答
申
す
る
。
　
（
有
賀
政
宗
）

同
十
五
社
社
務
所
の
蔵
に
保

管
さ
れ
て
い
る
神
楽
面
は
長
さ

約
2
0
琴
、
幅
約
1
5
琴
の
木
製
。

鬼
神
面
や
火
吹
面
、
恵
比
寿
面

な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
面
を
納

め
て
い
る
木
箱
の
箱
書
き
に

は
、
1
9
5
1
年
に
文
部
省
文

化
財
保
護
委
員
会
美
術
工
芸
品

課
の
担
当
者
に
よ
り
「
桃
山
時

代
中
期
以
降
及
び
江
戸
時
代
の

優
秀
な
作
品
で
あ
る
」
と
鑑
定

さ
れ
た
－
と
い
う
記
載
が
あ
っ

た。
神
楽
面
と
獅
子
頭
に
つ
い
て

岡
谷
市
教
委
が
一
h
H

問

新
倉
十
五
社
に
残
る
神
楽
面
（
新

全
区
文
化
財
保
存
委
員
会
提
供
）

は
、
同
区
が
調
査
を
依
頼
し
た

飯
田
市
美
術
博
物
館
の
専
門
研

究
員
が
2
0
1
9
年
、
周
辺
地

域
の
実
情
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
三
遠
南
信
地
方
の
湯
立
神

楽
に
使
う
面
を
は
じ
め
神
楽
面

は
一
般
に
江
戸
時
代
以
降
に
導

入
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
十
五
社
の
神
楽
面
も
「
江

戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
制
作
さ

れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
」
、
獅
子
頭
は
「
江
戸
時
代
中

期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
指
摘
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
基
に
「
今
後
の
諏
訪
神
楽

の
解
明
に
重
要
な
鍵
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
所
見

を
示
し
た
。

以
後
、
市
教
委
は
文
化
財
指

定
の
諮
問
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
た
。
同
十
五
社
の
袴
や

み
こ
し
な
ど
の
神
事
用
具
は
調

査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
回
は
指
定
の
対
象

か
ら
除
く
。


